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野村グローバル・アセット・モデル・ファンド 
（野村SMA・EW向け） 

運用報告書(全体版) 
 

第７期（決算日2021年12月６日） 
 

作成対象期間（2020年12月８日～2021年12月６日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合／特殊型（絶対収益追求型） 
信 託 期 間 2015年４月１日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

グローバル・アセット・モデル・ファンド マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、主と
して内外の短期有価証券に投資し安定した収益の確保を目指すとともに、世界主要国の株価指数先物取引、債券先物取引等の有価証券
先物取引等および為替予約取引等の積極的な活用により日本円の短期金利水準を上回る収益の獲得を目指して積極的な運用を行なう
ことを基本とします。 
有価証券先物取引等および為替予約取引等の活用に当たっては、Global Tactical Asset Allocation（グローバルな戦術的資産配分。
GTAA）モデル及びTactical Currency Allocation（戦術的通貨配分。TCA）モデルに基づき、市場データの精緻な分析により、推定さ
れる均衡水準から時価が乖離している資産・通貨に係るデリバティブ等を売買し、時価が均衡水準に収斂する過程での収益を獲得する
ことを目指します。 

主な投資対象 

野村グローバル・アセット・ 
モデル・ファンド 

（野村SMA・EW向け） 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、短期有価証券等に直接投資する場合があり
ます。 

マザーファンド 
内外の短期有価証券を主要投資対象とし、世界主要国の株価指数先物取引および債券先物取引を主要
取引対象とし、為替予約取引等も積極的に活用します。 

主な投資制限 

野村グローバル・アセット・ 
モデル・ファンド 

（野村SMA・EW向け） 
外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 
外貨建資産への投資割合には制限を設けません。デリバティブの利用はヘッジ目的に限定しません。
外国為替予約取引はヘッジ目的に限定しません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘
案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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野村グローバル・アセット・モデル・ファンド（野村SMA・EW向け）

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

ベ ン チ マ ー ク 
日本円１ヵ月LIBOR 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

３期(2017年12月６日) 10,087 10 2.0 △0.04 － 12.9 － △12.7 1,471 

４期(2018年12月６日) 9,722 0 △3.6 △0.06 － △14.5 － 14.7 1,870 

５期(2019年12月６日) 9,602 0 △1.2 △0.11 － 6.3 － △ 6.7 1,936 

６期(2020年12月７日) 10,032 10 4.6 △0.10 － 14.3 － △14.2 1,549 

７期(2021年12月６日) 9,691 0 △3.4 △0.07 － △ 9.5 － 9.1 2,002 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記

載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊ベンチマークは、日本円１ヵ月LIBOR(=London Inter-Bank Offered Rate)です。当社が独自に累積再投資して算出しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

日本円１ヵ月LIBOR 
株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

2020年12月７日 10,032 － － － 14.3 － △14.2 

12月末 10,128 1.0 △0.01 － 14.4 － △13.3 

2021年１月末 9,952 △0.8 △0.01 － 13.3 － △13.3 

２月末 9,803 △2.3 △0.02 － 11.5 － △11.6 

３月末 9,734 △3.0 △0.02 － 8.0 － △ 8.1 

４月末 9,859 △1.7 △0.03 － 6.6 － △ 5.8 

５月末 9,907 △1.2 △0.04 － △ 2.2 － 2.0 

６月末 9,941 △0.9 △0.04 － △ 0.5 － △ 0.2 

７月末 9,978 △0.5 △0.05 － 1.9 － △ 1.9 

８月末 9,989 △0.4 △0.05 － 3.1 － △ 3.1 

９月末 10,054 0.2 △0.06 － 0.2 － △ 0.8 

10月末 10,077 0.4 △0.07 － △ 4.7 － 4.9 

11月末 9,775 △2.6 △0.07 － △ 8.9 － 8.9 

(期  末)        

2021年12月６日 9,691 △3.4 △0.07 － △ 9.5 － 9.1 
 
＊騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記

載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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野村グローバル・アセット・モデル・ファンド（野村SMA・EW向け）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2020年12月７日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、日本円１ヵ月LIBOR（＝London Inter-Bank Offered Rate）ですが、基準価額と併記する形でのグラフ掲載はしておりま

せん。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＜株式部分はプラスに寄与、債券、為替部分はマイナスに影響＞ 

（株式／＋）売り建てていたフランス株はマイナスに影響しましたが、概ね買い建てていた米

国株、英国株がプラスに寄与しました。 

（債券／－）売り建てていたカナダ債はプラスに寄与しましたが、買い建てていた豪州債、英

国債がマイナスに影響しました。 

（為替／－）概ね売り建てていたニュージーランド・ドル、概ね買い建てていた米ドルはプラ

スに寄与しましたが、売り建てていた英ポンド、概ね買い建てていたスウェーデ

ン・クローナ、売り建てから買い建てに変更したカナダ・ドル、買い建てから売

り建てに変更したスイス・フランがマイナスに影響しました。 
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野村グローバル・アセット・モデル・ファンド（野村SMA・EW向け）

○投資環境 

・市場概況 

株式市場では、2020年12月、香港株は中国の景気回復への期待や、新型コロナウイルスのワ

クチン普及による経済正常化への期待などを背景に上昇しました。2021年１月、イタリア株は

復興計画を巡り、連立政権内で意見が対立したことで、解散総選挙が行なわれる懸念が高まっ

たことなどを背景に下落しました。２月、欧州株は新型コロナウイルスの新規感染者数が減少

傾向になったことや、２月のユーロ圏製造業PMI（購買担当者景気指数）が市場予想を上回っ

たことなどを背景に上昇しました。３月、米国株は２月の米雇用統計が市場予想を上回る改善

を示したことや、米国救済計画が成立したことなどを背景に上昇しました。４月、英国株はBOE

（英中央銀行）が新型コロナウイルスワクチンの接種加速によって経済活動が再開し、今後は

資産買い入れペースを鈍化させる可能性を示唆したことや３月の製造業PMIが高水準であっ

たことなどを背景に上昇しました。５月、カナダ株は新型コロナウイルスの感染状況の改善が

続いていることや、原油価格が上昇したことなどを背景に上昇しました。６月、香港株は米中

対立への警戒感の高まりや、中国の５月の主要経済指標の伸び率の鈍化などを背景に下落しま

した。７月、香港株は中国の経済成長鈍化懸念や中国当局によるインターネット企業や教育産

業への規制強化の動きが懸念されたことなどを背景に下落しました。８月、米国株は４-６月

期の企業決算や７月の雇用統計が市場予想を上回ったことや、FRB（米連邦準備制度理事会）

のパウエル議長が金融政策の正常化を慎重に進めることを示唆したことなどを背景に上昇し

ました。９月、日本株は菅首相の退陣表明をうけ、次期政権の経済政策などへの期待感が高

まったことを背景に上昇しました。10月、米国株は７-９月期の企業決算が市場予想を上回る

好調な発表が続いたことや、９月の小売売上高が市場予想に反して前月比で増加したことなど

を背景に上昇しました。11月、欧州株はユーロ圏内で新型コロナウイルスの感染拡大に歯止め

がかからないことや、月末にかけて新たな変異株であるオミクロン株の感染拡大懸念を背景に

下落しました。 

 

債券市場では、2020年12月、英国債はジョンソン首相が新型コロナウイルスの変異株による

感染が拡大しているとして、ロンドンなどで事実上のロックダウン（都市封鎖）を再導入する

ことを発表したことなどを背景に上昇しました。2021年１月、カナダ債は中央銀行による中期

的な国内経済の見通しが改善したことや原油価格の上昇などを背景に下落しました。２月、英

国債は２月のPMI速報値が市場予想を上回る改善をみせたことなどを背景に下落しました。３

月、米国債は３月の消費者信頼感指数の速報値が前月比で市場予想を上回ったことや、FRBに

おいて2021年の実質GDP（国内総生産）成長率や物価見通しを上方修正したことなどを背景に

下落しました。４月、豪州債はRBA（豪州準備銀行）が金融緩和の継続を表明したことなどを

背景に上昇しました。５月、米国債は４月雇用統計の非農業部門雇用者数や、５月の消費者信

頼感指数速報値が市場予想を下回ったことなどを背景に上昇しました。６月、米国債は５月の

小売売上高速報値や新規失業保険申請件数が市場予想を下回ったことなどを背景に上昇しま

した。７月、ドイツ債はECB（欧州中央銀行）が継続的な金融緩和策が必要であると示唆した



品 名：90001_140642_007_02_野村グローバル・アセット・モデル・ファンド（野村 SMA・EW 向け）_896473.docx 

日 時：2022/1/7 11:34:00 

ページ：4 

 

－ 4 － 

野村グローバル・アセット・モデル・ファンド（野村SMA・EW向け）

ことなどを背景に上昇しました。８月、英国債は新型コロナウイルス新規感染者の減少が続い

たことや、BOEがインフレ見通しを大幅に上方修正したことなどを背景に下落しました。９月、

米国債はFOMC（米連邦公開市場委員会）で量的金融緩和の縮小時期について年内開始が示唆

されたことなどを背景に下落しました。10月、豪州債は８月の貿易収支が市場予想を上回り大

幅な黒字となったことや、原油価格等のエネルギー価格高騰によるインフレへの警戒などを背

景に下落しました。11月、豪州債はRBA総裁が改めて利上げ開始時期について慎重な姿勢を維

持することを示唆したことなどを背景に上昇しました。 

 

為替市場では、2020年12月、豪ドルは11月の企業景況感・信頼感指数が大幅に上昇したこと

や、ビクトリア州のロックダウンが解除されたことなどから景気先行きに明るい兆しが見えて

きたことを背景に対円で上昇しました。2021年１月、英ポンドは2020年12月31日に英国がEU

（欧州連合）から完全に離脱し、大きな混乱も発生しなかったことなどから投資家の懸念が後

退し対円で上昇しました。２月、ニュージーランド・ドルは世界的な株式市場の上昇や、商品

価格の上昇をうけて投資家のリスク選好姿勢が強まったことを背景に対円で上昇しました。３

月、米ドルは米国救済計画が成立したことや、新型コロナウイルスのワクチン接種の広がりに

より景気の回復基調が強まるとの見方から長期金利が上昇したことなどを背景に対円で上昇

しました。４月、スイス・フランは米財務省が行なう貿易相手国に対する為替操作国基準から

除外されたことなどを背景に対円で上昇しました。５月、英ポンドは５月の総合PMI速報値が

前回より大幅に上昇したことや、新型コロナウイルスのワクチン接種が先行しているなか、経

済正常化への期待が高まったことを背景に対円で上昇しました。６月、英ポンドは新型コロナ

ウイルスの変異株による感染再拡大懸念や、５月の小売売上高の減少などを背景に対円で下落

しました。７月、豪ドルは新型コロナウイルス新規感染者数が増加し活動制限地域が拡大した

ことや、６月の小売売上高（前月比）速報値が市場予想を下回ったことなどを背景に対円で下

落しました。８月、カナダ・ドルは原油価格の下落や世界的な新型コロナウイルス感染拡大懸

念が高まるなか資源国通貨安が強まったことを背景に対円で下落しました。９月、米ドルは

FOMCで量的金融緩和の縮小時期について年内開始が適切との見方を示したことなどを背景

に対円で上昇しました。10月、カナダ・ドルは原油価格が上昇したことや、中央銀行が債券購

入プログラムを終了し、利上げ時期見通しを前倒ししたことなどを背景に対円で上昇しまし

た。11月、豪ドルはRBAの利上げ慎重姿勢や新型コロナウイルスの新たな変異株の感染拡大が

懸念されたことなどを背景に対円で下落しました。 
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野村グローバル・アセット・モデル・ファンド（野村SMA・EW向け）

○当ファンドのポートフォリオ 

［野村グローバル・アセット・モデル・ファンド（野村SMA・EW向け）］ 

主要投資対象である［グローバル・アセット・モデル・ファンド マザーファンド］を、期

を通じて概ね高位に組み入れ、期末の組入比率は99.0％としました。 

 

［グローバル・アセット・モデル・ファンド マザーファンド］ 

・期中の主な動き 

【株式】スペイン株は通貨の観点から魅力度が上昇、売り建てから買い建てに変更しました。

一方、英国株はボラティリティ（価格変動性）の観点から魅力度が低下、買い建てか

ら売り建てに変更しました。 

【債券】日本債は相対的な経常収支の改善から魅力度が上昇、売り建てから買い建てに変更し

ました。一方、英国債は相対的な経常収支の悪化から魅力度が低下、一部売却しました。 

【為替】カナダ・ドルは相対的なインフレ率の上昇から魅力度が上昇、売り建てから買い建て

に変更しました。一方、スイス・フランは通貨のボラティリティの観点から魅力度が

低下、買い建てから売り建てに変更しました。 
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野村グローバル・アセット・モデル・ファンド（野村SMA・EW向け）

○当ファンドのベンチマークとの差異 

＊ベンチマーク対比では3.33ポイントのマイナス 

基準価額の騰落率は－3.40％、ベンチマーク

である日本円１ヵ月LIBORの－0.07％を3.33ポ

イント下回りました。 

株式部分はプラスに寄与しましたが、債券部

分、為替部分がマイナスに影響しました。株式

部分では、売り建てていたフランス株はマイナ

スに影響しましたが、概ね買い建てていた米国

株、英国株がプラスに寄与しました。債券部分

では、売り建てていたカナダ債はプラスに寄与

しましたが、買い建てていた豪州債、英国債が

マイナスに影響しました。為替部分では、概ね

売り建てていたニュージーランド・ドル、概ね

買い建てていた米ドルはプラスに寄与しまし

たが、売り建てていた英ポンド、概ね買い建て

ていたスウェーデン・クローナ、売り建てから

買い建てに変更したカナダ・ドル、買い建てか

ら売り建てに変更したスイス・フランがマイナスに影響しました。 

 
 

◎分配金 

今期の収益分配金については、基準価額水準等を勘案して収益分配は見送りとさせていただ

きました。 

なお、留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第７期 

2020年12月８日～ 
2021年12月６日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 281  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。   
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◎今後の運用方針 

［グローバル・アセット・モデル・ファンド マザーファンド］ 
運用に際しては、Global Tactical Asset Allocation（グローバルな戦術的資産配分。GTAA）モ

デル及びTactical Currency Allocation（戦術的通貨配分。TCA）モデルに基づき、市場データの
精緻な分析により、推定される均衡水準から時価が乖離している資産・通貨に係るデリバティ
ブなどを売買し、時価が均衡水準に収斂する過程での収益を獲得することを目指します。 

（注） Global Tactical Asset Allocation（GTAA）モデル及びTactical Currency Allocation（TCA）モデルは、ファースト・クオドラント社の開発
した運用モデルです。 

 
＜当面の運用のガイドラインについて＞ 
当面、資産配分において対象としている株式・債券市場及び通貨配分の目処としている制約

条件は以下の通りとします。 
 

  
なお、上記はあくまでも2011年４月１日以降適用している当面の対象や制約条件であり、モ

デルの改良や市場の流動性の要因により今後変更となる場合があります。また、運用上目処と
している上限・下限ですので、資金動向、市況動向などにより上限・下限の範囲または値を一
時的に超えることもあります。 

（注） 上記の比率はマザーファンドの純資産総額に対する比率。 
 株式の資産合計の欄は、各国の比率（ポジション）をネットで合計した値（ネットポジション）です。債券の資産合計の欄についても

同様です。 
 円短資の欄に100％とあるのは、株式・債券のネットポジションの合計が０％（株式のネットポジションと債券のネットポジションを

ネットで合計した値が０％）の状態を意味します。 

 
［野村グローバル・アセット・モデル・ファンド（野村SMA・EW向け）］ 

主要な投資対象である［グローバル・アセット・モデル・ファンド マザーファンド］の組
み入れを高位に維持し、基準価額の向上に努めます。 

 
今後とも変わらぬご愛顧を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。   
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野村グローバル・アセット・モデル・ファンド（野村SMA・EW向け）

○１万口当たりの費用明細 (2020年12月８日～2021年12月６日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 （ 基 本 報 酬 ） 98  0.987  (a)信託報酬（基本報酬）＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 87)  (0.878)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (  5)  (0.055)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  5)  (0.055)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 信 託 報 酬 （ 成 功 報 酬 ） －  －  (b)信託報酬（成功報酬）は、基本報酬額に加えて、委託会社が受領するハイ・ 
   ウォーターマーク方式による成功報酬額で、一定時点毎の基準価額が過去の 
   一定時点における最高値を更新している場合に受領する仕組みになっています。 

（c） 売 買 委 託 手 数 料 4   0.036   (c)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  4)  (0.036)   

（d） そ の 他 費 用 12   0.120   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 12)  (0.116)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 114   1.143    

期中の平均基準価額は、9,933円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 

 

  



品 名：90001_140642_007_02_野村グローバル・アセット・モデル・ファンド（野村 SMA・EW 向け）_896473.docx 

日 時：2022/1/7 11:34:00 

ページ：10 

 

－ 10 － 

野村グローバル・アセット・モデル・ファンド（野村SMA・EW向け）

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.12％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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野村グローバル・アセット・モデル・ファンド（野村SMA・EW向け）

○売買及び取引の状況 (2020年12月８日～2021年12月６日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
グローバル・アセット・モデル・ファンド マザーファンド 413,356 650,750 99,029 155,960 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2020年12月８日～2021年12月６日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定、解約状況 (2020年12月８日～2021年12月６日) 

期首残高 
（元 本） 

当期設定 
元  本 

当期解約 
元  本 

期末残高 
（元 本） 

取 引 の 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
0 － 0 － 当初設定時における取得とその処分 

 

○組入資産の明細 (2021年12月６日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

グローバル・アセット・モデル・ファンド マザーファンド 966,247 1,280,574 1,982,841 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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野村グローバル・アセット・モデル・ファンド（野村SMA・EW向け）

○投資信託財産の構成 (2021年12月６日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

グローバル・アセット・モデル・ファンド マザーファンド 1,982,841 98.4 

コール・ローン等、その他 31,986 1.6 

投資信託財産総額 2,014,827 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊グローバル・アセット・モデル・ファンド マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（729,448千円）の投資信託財産総額

（3,382,627千円）に対する比率は21.6％です。 

＊外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝113.08円、１カナダドル＝88.09

円、１英ポンド＝149.66円、１スイスフラン＝122.94円、１ユーロ＝127.70円、１香港ドル＝14.50円、１豪ドル＝79.37円。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2021年12月６日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,014,827,190   

 コール・ローン等 31,985,605   

 グローバル・アセット・モデル・ファンド マザーファンド(評価額) 1,982,841,585   

(B) 負債 12,025,235   

 未払解約金 2,660,232   

 未払信託報酬 9,333,928   

 未払利息 21   

 その他未払費用 31,054   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,002,801,955   

 元本 2,066,659,420   

 次期繰越損益金 △   63,857,465   

(D) 受益権総口数 2,066,659,420口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,691円 

 
（注）期首元本額は 1,544,506,586 円、期中追加設定元本額は

823,182,858円、期中一部解約元本額は301,030,024円、１口当た

り純資産額は0.9691円です。 
 

○損益の状況 (2020年12月８日～2021年12月６日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     5,722   

 支払利息 △     5,722   

(B) 有価証券売買損益 △43,431,804   

 売買益 2,176,202   

 売買損 △45,608,006   

(C) 信託報酬等 △17,189,030   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △60,626,556   

(E) 前期繰越損益金 23,208,772   

(F) 追加信託差損益金 △26,439,681   

 (配当等相当額) (  34,822,622)  

 (売買損益相当額) (△61,262,303)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △63,857,465   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △63,857,465   

 追加信託差損益金 △26,439,681   

 (配当等相当額) (  34,810,055)  

 (売買損益相当額) (△61,249,736)  

 分配準備積立金 23,387,540   

 繰越損益金 △60,805,324   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 
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野村グローバル・アセット・モデル・ファンド（野村SMA・EW向け）

（注）分配金の計算過程（2020年12月８日～2021年12月６日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2020年12月８日～ 
2021年12月６日 

a. 配当等収益(経費控除後) 0円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 34,810,055円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 23,387,540円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 58,197,595円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 281円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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野村グローバル・アセット・モデル・ファンド（野村SMA・EW向け）

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2021年12月６日現在) 

＜グローバル・アセット・モデル・ファンド マザーファンド＞ 
 下記は、グローバル・アセット・モデル・ファンド マザーファンド全体(2,083,289千口)の内容です。 

 

銘      柄      別 
当 期 末 

買   建   額 売   建   額 

国 

内 

  百万円 百万円 

株式先物取引 ＴＯＰＩＸ － 19 

債券先物取引 １０年国債標準物 456 － 

外 

国 

株式先物取引 AEX － 98 

 CAC40 － 138 

 CAN60 22 － 

 DAX30 － 48 

 FT100 － 42 

 FTSE/MIB 49 － 

 HANGSENG － 137 

 IBEX 52 － 

 SPI200 － 28 

 SPEMINI － 25 

 SWISSMKT 104 － 

債券先物取引 AU10YR 879 － 

 BUNDS － 601 

 CANADA  － 25 

 GILTS 360 － 

 TNOTE(10YEAR) － 772 
 
＊単位未満は切り捨て。 

＊邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

 

 

先物取引の銘柄別期末残高 



 
  

添付ファンド_9pt_896473.indd   15添付ファンド_9pt_896473.indd   15 2022/01/07   11:37:272022/01/07   11:37:27



－ 16 －

添付ファンド_9pt_896473.indd   16添付ファンド_9pt_896473.indd   16 2022/01/07   11:37:282022/01/07   11:37:28



－ 17 －

添付ファンド_9pt_896473.indd   17添付ファンド_9pt_896473.indd   17 2022/01/07   11:37:282022/01/07   11:37:28



－ 18 －

添付ファンド_9pt_896473.indd   18添付ファンド_9pt_896473.indd   18 2022/01/07   11:37:282022/01/07   11:37:28



－ 19 －

添付ファンド_9pt_896473.indd   19添付ファンド_9pt_896473.indd   19 2022/01/07   11:37:282022/01/07   11:37:28



－ 20 －

添付ファンド_9pt_896473.indd   20添付ファンド_9pt_896473.indd   20 2022/01/07   11:37:282022/01/07   11:37:28



－ 21 －

添付ファンド_9pt_896473.indd   21添付ファンド_9pt_896473.indd   21 2022/01/07   11:37:282022/01/07   11:37:28



－ 22 －

添付ファンド_9pt_896473.indd   22添付ファンド_9pt_896473.indd   22 2022/01/07   11:37:292022/01/07   11:37:29



－ 23 －

添付ファンド_9pt_896473.indd   23添付ファンド_9pt_896473.indd   23 2022/01/07   11:37:292022/01/07   11:37:29



－ 24 －

添付ファンド_9pt_896473.indd   24添付ファンド_9pt_896473.indd   24 2022/01/07   11:37:292022/01/07   11:37:29



－ 25 －

添付ファンド_9pt_896473.indd   25添付ファンド_9pt_896473.indd   25 2022/01/07   11:37:292022/01/07   11:37:29



－ 26 －

添付ファンド_9pt_896473.indd   26添付ファンド_9pt_896473.indd   26 2022/01/07   11:37:292022/01/07   11:37:29


